
脳性まひ幼児の知的発達に関する研究

縦断的方法による通過率，、スキヅプ率，プロフィ．ル型の検討

藤　　田　和　弘

I’　目　的

　脳性まひ（似下C　Pと略す）幼児の知的発達の様相や

特徴を，できる限り詳細に，かつ，分析的，質的に把握
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9）　　　B）
することを企図して，藤田和弘ら（1974．1976　）は，

C　P児用知的発達表を案出した。この評価表は，C　P児

の種々の感覚障害や重い運動障害にも適合しうるように，

視覚．聴覚，視聴覚，操作の四系列から構成されている。
　　　　　　　］ユ）
藤田和弘（1978）は，これを用いて，主として横断的

観点から，普通児とC　P児の発達の相違を比較検討し，

C　P児の病型間（アテトーゼ型と痙直型）でも同様な検

討を加えた。太研究は，それからさらに一歩進めて，以

下の三点について，縦断的視点からC　P児の知的発達を

検討することを目的とした。

1．C　P児の知的発達のつまずきはどういう面と認めら

　れるか。

2．C　P児の知的発達の不規則性はどのようであるか。

3．C　P児の知的発達の均衡・不均衡の様相はどのよう

　であるか。

　上述の三点を検討していく中で，これらの観点からC

P幼児の知的発達を把握する意義を考察することにした二

1　方　　法

1．対象児

　対象児は，Tab1e1に示す通りで，評価が2回実施され

たCP児41名（痙直型25名，アテトーゼ型16名）である。初回

評価時の平均年令は32．6ヵ月（S．D．13．6ヵ月）再評価時

のそれは48，2ヵ月（S．D，136ヵ月）平均評価期問は15．6カ

月（S．D．6．4ヵ月）である。痙直型とアテトーゼ型の2回の評

価時年令と評価期問には有意差は認められないが，藤田
　　1P）
の規準による運動障害程度は，前者に軽度，中度のケー

スが多く，後者には重度が多い・著しい視力障害，聴カ

障害を合併するケースは含まれていない。

2．評価方法

　筆者らが案出したC　P児用知的発達評価表を用い，こ

れに習熟した3名のサイコロジストが評価を行った。こ

の評価表は、視覚系列，聴覚系列，視聴覚系列，操作系

列の四系列からな’り，知的発達の分析的評価が可能なよ

うに作成されている。

3．分析方法・

　目的1では，初回評価時と再評価時における通過率を，

各項目について算出した。目的2では，各ケースについ

て，初回検査時と再検査時における各系列ごとのスキッ

プ率を算出した。スキップ率の計算式は次の通りである。

　　　　　　　　　　　不合格評価項目数
スキソプ率＝　　　　　　　　　　　　　　　　×100
　　　　　最高合格評価項目までの全評価項目数

目的3では，以下の分類基準にもとずいて，初回評価時

と再評価時に，各ケースをプロフィール型に分類した。

　①均衡型：視覚，聴覚，操作の三系列ないし視聴覚，

操作の二系列の発達レベルがほぽ等しく，系列問の発達

月数のいずれにも始上の差が認められないもの

　②階段型：視覚，聴覚，操作の三系列の発達レベル

が，順序はどうあれ階段型に順に低くなっている場合で，

最高の発達月数を示す系列と最低の系列との間に始以上

の差が認められ，中間の系列が両者の問に位置するもの

　③劣弱型：一つの系列の発達レベルが他の系列に比

べ著しく劣っている場合で，中間の系列（二系列の場合

は他の系列）の問に発達月数にして始以上の差が認めら

Tab1e 1　　　Subjects

c1inica1　types

sPastic　　type

athetotic　　七ype

tota1

n

25

16

4ユ

CAat七he1st　test

m　e　anS

30．7

35．6

　32．6

months

S．D．

13．5

12．0

　13．O

months

CAat　the　re－test

m　e　an　S

47．1

49．9

　48．2

months

S．D．

13．9

13．3

　13．6

months

testinterva1
m　e　an　S

16．4

14．3

　15．6

months

S．D．

7．1

5．3

　6．4

months

de　gTee　of　工notor　handi　cap

m　i1d moderate

10

16

S　e　Ve　r　e

10

16
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れるもの

　④優位型：一つの系列g発達レベルが他の系列に比

べ著しく優れている場合で，中間の系列と最高の系列

（二系列の場合は他の系列）の間に発達月数にして始以

上の差が認められるもの

　なお，視聴覚系列と操作系列の二系列間の比較では，

劣弱型と優位型は同じになるが，その場合はすべて優位

型に分類することにした。

　以上のように，本研究では，発達のつまずきは適過率

をもとに，発達の不規則性はスキップ率をもとに，発達

の均衡・不均衡はプロフィール型をもとに検討を加える

方法を用いている。

皿　結果と考察

1．通過率と発達のつまずき’

　Tab1e2は，四系列別の平均通過率である。視覚系

列と聴覚系列では，初回評価時にすでに77．92％から

88．99％という高い通過率を示しており，再評価時には

最低でも90％近い値を示していて，これら二系列の評価

項目の大部分が太研究の被験児には容易すぎたと考えら

れる。従って，初回評価時と再評価時の通過率を比較し

て，それを真の伸びとするのは問題があろう。そこで，

これら二系列より発達レベルの高い項目からなる視聴覚

系列の通過率を初回と再評価時で比べると，痙直型2703

劣，アテトーゼ型33．43％で，両者ともに視覚系列およ

び聴覚系列よりも伸びが大きく，アテトーゼ型が痙直型

より大きいことがわかる。操作系列をみてみると，通過

率の伸びが低く，アテトーゼ型の7．44％は痙直型の14．69

％の約半分であ孔このように，初回評価時と再評価時

の通過率の変化，すなわち，通過率の向上（伸び）とい

う面からみると，操作系列の伸びが低く視聴覚系列の伸

びカ…高いこと，病型別には，操作系列では痙直型の伸び

が，視聴覚系列ではアテトーゼ型の伸びが高いという結

果が得られた。いいかえれば，C　P児の知的発達のつま

ずきは，操作系列において顕著であるといえよ㌔この

　　　　　　　　　11）
結果は，藤田（1978）による横断的研究の結果と合致

しており，CP児が，運動障害のため，手による操作活

動が著しく制限されていること，こうした傾向はアテト

ーゼ型に著しいことを示唆している。

　次に，各系列ごとに，初回と再評価時の通過率を詳し

く比較検討してみる。

　（1）視覚系列の通過率

　Fig・1は，視覚系列の通過率をグラフ化したものである。

この図をみると，痙直型に比ベアテトーゼ型の曲線が不

規貝■」であり，再評価時の通過率は，痙直型の場合にはほ

ぼ項目の順に改善されているが，アテトーゼ型では項目

によって改善の度合が異なっていることがわかる。そこ

で，通過率が低く伸びの少ない項目を，アテトーゼ型に

ついて調べてみると，項目5（光や赤い輪の循環的調節），

項目9（黄色い鉛筆の一往復の迫視）などがあげられる。

これらの項目で要求されるのは，単純な物の追視であり，

眼球の自由な動きである。C　P児は，非対称性緊張性頸

反射の残存などの異常な姿勢のため眼球の動きが制限さ

れたり，眼球運動そのものが障害を受けていることが考

えられ，通過率の伸びの鈍さは，こうしたことに起因す

るとみることができよう。項目2ユ（知っている物をそれ

と認めて声を出す），項目22（隠された玩具をさがそうと

する）は，初回評価時の通過率は低いが再評価時には改

善されている。

　（2）聴覚系列

　Fig・2は，聴覚系列の通過率のグラフであ孔この図

から，アテトーゼ型の曲線は，痙直型に比べ不規則であ

るといえよ㌔アテトーゼ型において，特に通過率に落

ちこみが認められる項目は，項目15（落ちたスプーンを

探す）と項目2ユ（音刺激による模倣である）である。項

目15は，なくなったスプーンを床に落ちた時に生じる音

を手がかりにして探すことを要求する問題で，そのねら

いは音を手がかりにした短期記憶にもとづく探索にある

のだが，合格を確かめるためには落ちたスプーンの方向

に視線をやったり首や身体を向けたりといった反応が認

Tab1e 2　　　Means　of　Percent　of　Correct　Responses

clinical types s e r i e s test 

s pas t i c type a the to t i c type differences 

the Ist the reH~est the Ist the re - test spast I c I ty athetos i s 

visual serles 7 9.9 7~ 8 9.5 9 ~ 7 7.9 2~ 8 9.5 o ~ 9.6 2~ 1 1.5 8~ 

auditory series 8 8.9 9 9 7.1 O 8 5.3 8 9 0.7 5 8.1 1 5.3 7 
v i sual -audi tory se r i e s 9.7 8 3 6.8 1 9.0 5 4 2.4 8 2 7.0 3 3 3.4 3 

manipulative series 4 9.4 4 6 4.1 3 2 8.6 O 3 6,0 4 1 4.6 9 7.4 4 
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められなくてはならない。そうした点からすると，この

項目には，眼の動き，首や姿勢のコントロールといった

運動的要素が含まれていることになる。項目2ユは，評価

者がたいこをたたいたり，スプーンを打ち合わせたり，

擬音をだしたりした時に，子どもがそれを模倣するかを

みる課題で，そのねらいは，音刺激を介した模倣が可能

かどうかを確かめることにある。そして，この項目は，

手の機能や発声によるその子どもなりの表出行動を合格

のための必要条件としている。このように，眼球の運動，

首や姿勢のコントロール，手指の機能，発声などによる

表出行動を多く必要とする項目において，通過率の落ち

こみが著しかった。通過率の伸びの少ない項目22（禁止

の言葉で手をひっこめるとか一瞬活動をやめる）や項目

23（大人の簡車な言葉を理解して行動する）についても

上述のことがあてはまる。

　（3）操作系列

　Fig．3は，操作系列の通過率のグラフであるが，痙直

型，アテトーゼ型とも他の系列に比べ曲線が不規則であ

る。病型間で比較すると，初向評価時，再評価時とも，

痙直型の通過率が高い項目が圧倒的に多く，通過率の差

も大きい。また，アテトーゼ型において，初回と再評価

時の通過率の伸びをみてみると，15％から20％の伸びを

示した項目数は，6項目（項目4，9，25，28，29，．42，

μ）であり，20％以上となるとわずか4項目（項目10，

23，33，37）にすぎない。これらの項目は，発達レベル

の低い項目（10ヵ月レベル以下の項目に伸びの大きい項

一3一
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目数が多い）や上肢の運動機能をあまり必要としない項

目である．これに対して，痙直型の場合は，通過率の伸

びが大きい項目数がアテトーゼ型に比べ多く，11ヵ月レ

ベル以降の項目に発達率の伸びの大きい項目が多い。痙

直型の場合，11ヵ月レベル以降の項目では，項目55（こ

われた人形を大体なおす），56（円を模倣して書く），59

（水平線，垂直線の模倣），60（立方体で汽車をつくる），

6ユ（立方体で橋をつくる）などの通過率とその伸びが全

体的に低い。これらは，図形の模写，積木の構成に関す

る項目である。

　（4）視聴覚系列

　視聴覚系列の通過率のグラフ（Fig．4参照）をみると，

他の系列に比べ不規則性が少なく多少の凹凸はあっても，

ほぼ難易度に従って通過率もそれ相当のものを示し，通

過率の伸びもこれに対応して比較的良好である。病型問

で比較してみると，操作系列と異なって，アテトーゼ型

の通過率の伸びが痙直型より大きい項目が多いことがわ

かる。22ヵ月レベル以下の項目のうち，痙直型で特に伸

びの少ない項目は，項目11（おもちゃの入った箱を選択

する）であり，23ヵ月レベル以上の項目は両病型とも項

目が難しいこともあって，通過率とその伸びは低い。そ

れでも，発達レベルの同じ操作系列の項目の通過率と比

較すると良好である。項目1ユは，3つある箱のうちのど

れか1つに隠された玩具を10秒後に記憶にもとづいて選

ぷという項目で，アスギリスら（Uzgiris，I．C．et　a1．
197配のいう物の永離（。。j、、。。、、。、、e、、、）に
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関する項目である。聴覚系列の項目15（落ちたスプーン

を探す）も，短期記憶に関するものであり物の永続性に

関係する項目であるが，視聴覚系列のこの項目1ユは，そ

れに比べて右，左，中央といった方向性が加味された高

いレベルの機能を要求している。

　以上，通過率とその伸びについてまとめると，視覚系

列では眼球の運動に関する項目に，聴覚系列では眼球の

運動や手指の運動や発声などの表出行動を必要とする項

目に，操作系列では手指の運動をより多く要求するもの

や図形の模写および積木の構成に関する項目に，視聴覚

系列では物の永続性に関する項目に，それぞれ成績の劣

りが認められた。従って，C　P児の知的発達のつまずき

は，こうした面に存在するのではないかと考えられる。

これを大別すると，眼球の運動や手指の運動といった運

動的要因にからむ問題，図形の模写や積木の構成などの

知覚・運動機能の問題，物の永続性に関する問題に分け

られる。以下にこれら三点についての考察を加えてみた

いo

　まず，運動的要因についてであるが，操作系列は別と

して，視覚系列と聴覚系列の設定の意図は，できる限り

C　P児の運動による表現行動に影響されずに知的機能を

　　　　　　　　　9）
評価することであったが，太研究の結果は，アテトーゼ

型において運動的要因を多く含む項目の通過率の成績が

悪いことを指摘したことになる。このことは，一方で両

系列の評価項目そのものを再検討する必要性を示唆して

いるものの，もう一方では，乳幼児期の知的機能と運動

的要因とは不可分な関係にあることの現われとして考え

られる。後者の見解にたって，C　P児の知的機能を発達

的にとらえれば，眼球や手指の運動の問題を表出行動の

制限としてだけ意味づけるのではなく，刺激情報の入カ

一6一



の制限をもたらすものとして理解できよ’う。一例をあげ

れば，非緊張性頸反射の残存のため視野が90に限定さ

れたり，眼球の運動そのものが制限されたりのケースで

は，自由な視覚的探索や音源の探索が著しく阻害され，

ごく限られた刺激情報しか入力されない。このような入

力の制限は，純粋な知的機能ばかりでなく内発的動機づ

けにも悪影響を与えるといわれている。コナーら

　（Comor．F．P，eta1；1978）は，子どもは物や人を

探索し操作し調べる傾向をもって生まれてくるが，これ

が使われないとこうした傾向が弱められるというハント

　（Hunt，J．1V正cV．1961）の指摘をあげ，経験と刺激の

制限にさらされている子どもは物や人に対して無関心や
　　　　　　　　　　　　　　4）
恐れを示しやすいと述べている。この例の場合，緊張性

頸反射や眼球運動そのものを改善する働きかけとともに，

変化に富んだ刺激情報が入力されるような姿勢の保持と

環境設定の工夫が重要となるガ

　次に，知覚・運動機能と物の永続性についてであるが．

これらの問題は痙直型の通過率に認められるものであづ

一て，上述の運動的要因と無関係ではないが，直接それに

起因するものではないと考えられる。このことは，痙直

型の被験児に軽度と中度が多い（Tab1e．1参照）こと

からもいえるであろう。前者については，ボウリイら
（。。。1e。，岨、。、1，196おが．。。幼児は，図形

を模写したり，手木と同じ模様を構成したり，はめ絵を

完成したりなど視・運動機能に障害が認められると指摘

し，クリックシャンクら（Cruickshank，W．M．eta1．
　　　8）
1965）は，視知覚や視運動能力の障害がC　P児童特に

痙直型に多く認められることを大規模な実験を通して実

証している。本研究の被験児は暦年令が低く，その評価

項目も円や水平・垂直線の模倣，立方体による汽車や橋

の構成といった視・運動能力でもかなり低いレベルの機

能に関係している。こうした初期レベルからすでに，視

運動能力の発達的つまずきが認められることを示唆する

ものと考えられよう。後者すなわち物の永続性について

は，アスギリスらがピアジェの観察に基づいてこれを調

べる順序尺度を作成しているので，これを用いるなどし

て更に詳細に検討する必要があろう。なおその際，C　P

幼児が物の永続性そのものの機能が遅れているのか，注

意の障害といった行動特徴がそあ項目の通過を低めたの

かをあわせて検討しなければならない。

　今回の研究では，病型問の評価時年令と評価期間に有

意差は認められないものの．対象児童が少なく，病型問の運

動障害程度はよく統制されていない。今後；より厳密にこう

した点をコントロールし，被験者をふやして，CP児の発達の

つまずきの全体的傾向を明らかにしていくことが大切である。

2．スキップ率と発達の不規則性

　Tab1．3は，各系列別の平均スキップ率である。’これ

を見ると，初回評価時およぴ再評仰時を通じて，スヰッ

プ率の最ち高い系列は，操作系列であることがわカ、る。

新井清三郎（1969）は，「幼い成熟段階が不能でありな

がちより高い成熟段階の行動が可能であるというような

場合はC．Rセはしばしばみられる。…　ゴと述べてい

るが，太研究ではこのような状態をスキップとよび，そ

の程度をスキップ率で表わした。スキップは，発達の順

序や過程が不規貝1」であることを示す現象の一つと考えら

れ，従ってスキップ率は発達の不規則性の指標の」つと

いえる。操作系列のスキップ率が最高であるという本研」

究の結果は，この系列の発達の順序ないし過程が他の系

列のそれと比べて不規貝■」であることを示している。そ’し

て，この結果は，CP児の手による操作活動が運動障害

によって著しく制限され，この操作活動の制限が知的な

学習を歪める方向に作用していることの反映であると考

えられよう。コナーらは，「ピアジェによると，認知発

達の種々な段階は子どもの事物に対する手による操作に
おけるちがいによって特徴づけられる。＿＿？と述べて

いるが，こうした指摘をまつまでもなく，乳幼児期の知

的発達と手による操作活動とは密接な関係がある。乳幼

児期の知的発達には，子どもが環境と相互作用しうる程

度とその環境の性質とが大きく影響するが，手による操

作活動に著しい制限を伴うC　P児は環境と自由に相互交

渉をもつ力が弱いため，これが知的発達を単に遅」れせる

だけでなく知的学習の歪みを生じさせる方向に作用する

のであろう。ブレレトン（Brereton，B．L．G．1972）

は，C　P児の知的発達の歪みは，環境との相互作用の不
　　　　　　　　　　　　　　3）
十分さや不適切さによって生じることを指摘している。

病型間でスキップ率を比較してみると，視聴覚系列の再

評価時を除き，いずれもアテトーゼ型が痙直型に比べ高

かった。特に，操作系列のスキップ率は，両病型問で最

大の差が認められる。これらの結果は，アテトーゼ型の

知的発達が痙直型に比べ不規則の傾向が大きいことを示

している。

　次に，初回評価時のスキップ率と再評時のそれとを比

較すると，一つの例外を除き，各系列とも再評価時のス

キップ率が低くなっている。このことは，暦年令の経過

とともに，スキップがうまって発達が整っていくことを

示している。スキップ率が最大である操作系列において

さえこうした傾向が認められる。しかし．一方で，スキ
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Tab1θる Means　of　the　Rate　of　Skip

clinical types s e r i e s test 

s pas ti c type athetotic type d if fe r e c e s 

the Ist the re-test the Ist the re-test spasticity athe to s i s 

visual series 7.5 3 5.2 7 1 3.8 4 1 1.3 O 2.2 6 2.5 4 

aud i tory ser i e s 8.3 O 1.5 8 1 4.4 8 1 0.4 1 6.7 2 4.0 7 

v i sual -aud i to ry ser i e s ' 1 0.6 3 1 1.7 5 1 4.7 7 5.3 7 -1.1 2 9.4 o 

man i pu I at i ve s e r i e s 2 0.6 2 1 4.7 O 3 0.2 4 2 7.2 1 5.9 2 3.0 3 

ップ率が高くなる場合もある。痙直型の視聴覚系列では，

初回評価時よりも再評価時のスキップ率がわずかである

が高くなっている（Tab1e3参照）。また，スキップ

率が変化しないケースも認められた。そこで，各ケース

ごとに，①スキップ率が低くなる場合，②スキップ率が

高くなる場合，③スキップ率が変わらない場合を調べ，

その出現の割合をみてみたのが，Tab1・4である。四系

列全体としてみると，①が最も多く全体のケースの62．5

％を占め，次いで③の22．1％，②は16．1％で最も低かっ

た。このように，スキップ率の変化をみてみると，スキ

ップがうまって発達が整っていくケースが圧倒的に多く．

スキップ率が高くなるケースとスキップが変わらないケ

ースは比較的少なく両者にはほとんど差がない。スキッ

プ率が高くなるのは，スキップしながら新しい知的行動

を獲得していくケースで，視聴覚系列に多く操作系列が

これに続くgスキップ率が変わらないケースを調べてみ

ると，評価期間中に発達が停滞しているケースが大部分

で，操作系ダ！」を除く他の三系列に比較的多く碍められれ

また，全系列ともスキップがない状態で発達的変化を示

すケースは，皆無であった。

　一般的には，四系列のうち，手の操作活動に関する項

目から構成されている操作系列のスキップが他の系列に

比べて大きく，スキップの改善もなされにくいと考えら

れる。しかしながら，太研究の結果は’前者については

支持し，後者は支持しなかった。スキップの改善された

ケースの割合は，操作系列において最も高く，視聴覚系

列において最も少なかった。そして，運動的要因の関与

が少ない項目からなる視聴覚系列において，新しいスキ

　　　　　　　　　　　　Tab1e4　　Changes　of

ップが生じるケースの割合が多かった結果を考えあわせ

ると，C　P児のスキップは，少なくとも運動障害による

表出行動の制限だけによって生じるものではないと結論

づけることができよう。コナーらは，身体障害幼児と知

的障害幼児の最近の研究にふれる中で，前者の発達のシ

ークエンスやパターンの普通児との相違が身体障害に起

因しているのか子どもの経験のちがいによっているのか

どうか，全く明確にされていないと述べ、後者の認知発

達のパターンの普通児との差異が中枢神経系の相違に起

因して生じるのか，そうした一次的障害の結果生じる経

験の累積的相違に起因しているのか，その両者に関係し
ているのかは全く解明されていないこよら指摘している。

　　C　P児のスキップについても，それが脳損傷に起因する

　　ものなのか，．運動障害そのものと直接的に関係するもの

　　なのか，それとも経験の量的・質的な問題に起因して生

　　じるのか，これら三者が関係しているものなのかについ

　　ては，今後の検討に待たねばならない。太研究では，前

　　述した通り，通過率の検討を通して，C　P児の発達のつ

　　まずきの全体的傾向を見い出したが，スキップの項目内

　　容（すなわち，どの項目に多くのスキップが生じている

　　のか）は，この結果とほぽ合致している。今後の課題と

　　して，各ケースごとに，スキップの状態とその変化を詳

　　細に検討し，スキップが生起する原因をさぐり，スキッ

　　プの発達的意味を明らかにしていくことが残されている。

　　また，スキップは項目の配列の数やその順序や内的整合

　　性など評価表作成の問題にも左右されるので，こうした

　　面からの検討を行い，スキップがそのような形式的・技

　　術的原因によって生じていないことをチェックしなけれ

the　Rate　of　Skip

the rate of skip 
l ow e r h i ghe r unchanged total 

series 

visual serles 6 1.5~ 7.7~ 3 0.8~ 1 O O~ 

aud i to ry se r I e s 6 9.2 o
 

3 0.8 100 
v i sual -aud i tory se r i e s 3 6.8 4 2. 1 2 1.0 100 
man i pul at ive se r I e s 8 2.4 1 4.7 5. 9 100 

total 6 2.5 1 6.1 2 2.1 100 
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Tab1e5 C1assificatioh’by　Types　of P　rof　i1e

unchanged group (~~ change d group 
~).o 

we I I - ballanced type 4 0.9 we ll -ballanced type~_ s tepwi se type 9.1 , 

s te pwi se ty~e 2 .3 we 11 -ba llance d 
type- vi sual -aud i to ry superior type 

4.5 

aud i to ry superior type 2.3 aud i to ry super 
typ' - ~~;~･",~. ･t"ydp"t･.y 4.5 

vi sual - audi tory supe r i o r typ,e 6 .8 
manipulative inferior ty pe 

'~) 

v i slial - aud i t o r y superior type 

4 .5 

tn an i pu I a~ i ve inferior type 1 1.4 
m a nipulat ive t'y pe inferior 

- we ll *ba llanced type =, 2 .3 

~ud i to ry inferior, type 2.3 
manipulative t ype inferior 

-~ vi sual superior type 213 

visual inferior type 2 .3 
manipulative inferior type 

<~ 
aud i tory sup~rior type 4.5,-

total 6 8.3 total 3 1:8 

ばな一らない。

3．プロフィール型と発達の均衡・不均衡

　Tab1e5は，各ケースをプロフィール型に分類した結

果である。初回評価時と再評価時で型が変化しないケー

スは，全体の68．3％を占め，変化の認められたケースは

全体の31．8％を占めている。この結果は，前回の藤田
　　　　10）
（1978）・の結果（変化なし，変化ありがそれぞれ76二5一

％，23．5％）に比べていく分変化ありの割合が多くなっ

ている。

　型の変化しないケースをみてみると，均衡型が40．9％

（18人）で最も多く，操作劣弱型の11．4％（6人），視

聴覚優位型の6．8％（3人うがこれに続く。これらプロフ

ィール型と病型との対応関係を調べ．た結果，均衡型18人

の内訳は痙直型が16人で大部分を占める一方，操作劣弱型

6人のうち5人がアテトーゼ型であり，また，視聴覚優位型3

人は，すべてアテトーゼ型であっれ次に，型の変化し

たケースをみてみると，均衡型から階段型への変化およ

びその逆の変化を示したケース（9．1％，5名）がやや多

いものの，他の変化を示じたケースは一様に少ない。病

型との対応関係を調べると，均衡型から階段型およびそ

の逆の変化を示したケースすべてが痙直型であることが

わかった。一方，ごれ以外の様々なプロフィーりレ型の変

化を示したケースの大部分がアテトーゼ型で，再評価時

に視覚優位型，’聴覚優位型，視聴覚優位型べと変化して

いる。以上のように，プロフィール型およびその変化と

病型との大体の対応関係は認められるが，病型をこえて

同じプロフィール型を示すケースも存在するし；プロフ

ィール型の変化も様々であった。従って，病型にとらわ

れずにプロフィール型そのものに着目して，・C　P児の環

境との相互作用という観点から発達の様相な’り発達的変一

化を検討していくことが重要なアプロールであることは，
　　　　皿）
前回の研究でも指摘した通りである。　　・I　　、…’’宇一1■一

　プロフィール型が変化」したケース31．8％の≡うち一均衡

型から不均衡を示す様々な型ぺ変化したケースが11，4％，

ある不均衡型から別の種類の不均衡型へ変化し允ケース

は16．1％，不均衡を示すプロフィール型から均衡ぺ変化

したケースはわずか4．5％であった。このことから，均

衡型から不均衡型へ，不均衡型から別の不均衡型へと変

化したケースが大部分で，一不均衡型から均衡型へと変化一

したケースは例外的であるといえよう。今回は，個々の

変化したケースについて検討していないので，プロフィ・

一ル型の変化の発達的意味を具体的に明らかにすること

はできず，この点に関しては今後の研究に待たねばなら’＝

ない。

　では，このプロフィール型およびその変化は，発達的

にみてどのような視点から意味づけがなされるべきセあ

ろうか。均衡型を示すケースは，発達レベルにはちがい

こそあれ．バランスのとれた知的発達をしていると考え

られる。一方，階段型，劣弱型，優位型といったプ亡ラ

ィール型に属するケースは，個人内差の大きいアンバラ

ンスな知的発達を示すといえよう。このように，i一プロフ

ィール型を調べることによって，知的発達が均衡的にな

されているか不均衡か，不均衡であればそれはどのよう

なものかが明らかになる。プロフィール型の分析のもう

一つの生かし方は，不均衡が何によって生じたのかを考
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12）
える手がか一り一とすることである。村井潤一（1976）・は，

障害児の発達に関与する要因の一つに，子どもに与えら1

れる情報の量，種類，歪み，水準の不適切を考えtいる。

ここで，知的発達を，刺激晴報の入力→情報処理め方略．

化→情報の出力という一連の過程と関連づけてとらえる

と，不均衡なプロフィール型を示ずケースは，こ・の過程

一9一



のどこかに問題があると考えられる。情報の入力につい

て例をあげれば，親が偏った特定の刺激しか与えなかっ

たり，子どもが一次的障害のため与えられた刺激のうち

特定のものしか受け入れな、かったりして，情報の入力に

歪みがあっ’た場合、それは不均衡なプロフィール型とな

って表われよう。このように，刺激情報とプロフィール

型との関連性を検討する観点を導入して，プロフィール

型に不均衡をもたらす原因をさぐっていくことは，指導
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　η）との結ぴつきの上でも重要である。村井（1976）は，

障害児にとって必要な刺激情報は，普通児と共通の性質

のものと障害児に固有な特別なものとがあるが，後者に

ついては現在ほとんど何も明らかにされていないことを

指摘している。また，コナーら（1978）は，「……明確

にされていない点は，一つあるいはそれ以上の探索の型

が制限されている場合に，全発達系にどのようなことが

生じるのかということである。このような子どもは，他

のモダリティによって補償しうる．のか。触覚的な探索の

ようないくつかのモダリティは，物や環境全体について

の子どもの理解の発達において，他のモダリティよりも

重要であるのか。あるいは，触覚的な探索が困難な子ど

もの場合，視覚的な探索が部分的にでもこれに代わりう

るのかどうか。こうしたことは，将来の重栗な研究的課・

題である。……つと述ぺている。個々のケース，特にプ

ロフィール型が変化したケースについて，上述した観点

から検討を加え，それにかかわる要因をさぐることは．

村井やコナーらの提起した重要な発達の問題の解明への

糸口となるであろう。

　以上，C　P幼児の知的発達を，発達のつまずき，発達

の不規則性，発達の均衡・不均衡といった点から検討し

てきたが，今後は二各ケースについて，こうした観点を

つきあわせ，さらには，子どもの発達レベルや子どもに

与えられる刺激晴報とも関連させながらジρギ幼児の知

的発達の過程を把握し，指導の手がかりを得たいと考え

ている。

M　要　約

　脳性まひ幼児の知的発達を，発達のつまずき，発達の

不規則性，発達の均衡・不均衡の三点から縦断的方法に

より検討した。対象児は，評価が2回実施された脳性ま

ひ幼児41名（痙直型25名．アテトーゼ型16名）で，その

平均暦年令は，初回評価時が32．6ヵ月，再評価時が48．2

ヵ月，平均評価期問は15．6ヵ月，知的発達の評価には，

筆者らが案出した脳性まひ児用知的発達評価表が用いら

れた。この評価表は，種々の感覚障害や重い運動障害に

も適合できうるように，視覚，聴覚，視聴覚，操作の四

系列から構成されており，知的発達の分析的評価が可能

である。発達のつまずきについては，項目の通過率をも

とに，発達の不規則性についてはスキップ率をもとに，

発達の均衡・不均衡についてはプロフィール型をもとに

検討した。

　得られた結果は，次の通りである。

1．通過率の伸びの悪い項目は，主に，眼球や手指の運動

機能に関する項目，図形の模写や積木の構成など知覚・運

動機能に関する項目，物の永続性に関する項目であり，こ

れらが発達のつまずきを示すものと考えられれ

2．操作系列におけるスキップ率が最大であることから，発

達の不規則性はこの系列において最も顕著であると考えら

れた。スキッフ切変化に関しては，スキップが埋って発勘∫整

っていくケース，スキップが変わらないケース，新しいスキップ

が生じるケースがあり，第一のケースが最も多かった。また，発

達の不規則性は，脳性まひ児のもつ運動障害などの表出行

動の制限によってのみ生じるものではないと考えられた。

3．プロフィール型が変化したケースは，約3割で，7

割は変化を示さなかった。変化したケースのうち，均衡

型から不均衡型への移行と不均衡型から他の不均衡型へ

の移行が大部分であった。こうした変化を発達的に意味

づけていく必要性とその観点が論じられた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

A　Study　of　InteIlectua1．Development　of　Cerebra1

Infants

Pa1sied

Discussion　of　Percent　of　Correct　Responses，

and　Rate　of　Skip．and　Types　of　Profi1e　Using

a　Longitudina1　Method

Kazuhiro Fujita

　　The　purpose　of　this　paper　is　to　study　the　aspects　or　characteristies　of

intenectua1d－evelopment　of　cerebra1pa1sied　infants，wi士h　regard　to　a　deve1op－

mentaユp1ateau，an　irreg1］ユarity　of　d－evelopmental　sequence，and　an　imbalance　of

menta1d－eve1opment．41cerebra1pa1sied　chi1dren　（25with　spasticity，16

wiht　athetosis）were　evaluated　twice　by　the　Inte11ect1］al　Deve1opment　Eva1ua－

tion　List　for　C．P．origi工皿ted　by　the　au士hor　and　others．Their　mean　C．A．

at　the　first　test　and　re－test，respective1y，was32．6months　and　4＆2months．

This　Eva11］ation　List　consists　of　four　series　（visua1，auditory，visua1－auditory

and　mal］ipu1ative　series）．A　deve1opmentaユp1ateau　was　studied－by　using　the

percent　of　correct　responses　of　each　item　as　an　index；an　irregluユarity　of

deve1opmentaユsequence，by　using　the　rate　of　skip，and　an　imbalance　of　menta1

deve1opment　by　using　severa1types　of　profi1e．
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The results obtained are as follows 

(1) Items , whose upward tendancy of percent of correct responses were 

poor , were mainly function of eye movement and manual exploration, 

visuo -motor function (ex. copying figures , constructing a bridg or a 

train by tising cubes ) and permahence of objects. These were con-

sidered as a developmental plateau of cerebral palsied infants. 

(2) As the rate of skip of the manipulative series was the highest of 

the four serie~; it was considered that an irreguiarity of developmental 

s_uquence ,was most' remarkable. With re~ard to change of the rate of 

skip , each c~se had one of the following three types : the first type 

was that rate of skip was' Iower , the second that it was uncha,nged, 

and the third that it was higher , and most of the subjects fell into 

the first of the three types. Also, it was discussed that an irregu-

larity of developmental sequence did not necessarily result from limi-

tations of expressive -behavior due to motor and other disabilities of 

the- cerebral palsied. 

(3) 30~ of all cases changed into another type of profile, but 70~ did 

not ch~;1ge. Most of the former shifted from a well -balanced type to 

various imbalanc~d types , or from one imbalanced types to another 

imbalanced type. The developmental meaning and developmental point 

of view of the above changes were discussed. 
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